
体 育 科 学 習 指 導 案 

 

   指導者 熊野町立熊野第四小学校 

教諭 ○○ ○○ 

            

１ 日時   令和４年３月４日（金） 第３校時 熊野第四小学校体育館 

 

２ 学年   第１学年○組 

 

３ 単元名  「めざせ！マット名人」 

B 器械運動 マットを使った運動遊び  

 

４ 単元について 

（１）単元観 

本単元は，小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編第１・２学年「B 器械・器具を使

っての運動遊び」「マットを使った運動遊び」を受けて設定した。マットを使った運動遊びでは，い

ろいろな方向への転がり，手で支えての体の保持や回転すること（知識や技能）や，遊び方を工夫

するとともに，考えたことを友達に伝えること（思考力，判断力，表現力等），運動遊びに進んで取

り組み，順番やきまりを守り誰とでも仲良く運動したり，場や器械・器具の安全に気を付けたりす

る力（学びに向かう力，人間性等）を育成することをねらっている。 

 

（２）教材観 

本単元は，マットを使った運動遊びを通して，児童が支持や逆さ姿勢，回転など，日常の動きと

は異なったいろいろな動きを体験できる運動である。楽しく運動するという観点から２つの楽しみ

方を用意する。 

１つ目は，基本的な動きを習得する場面で，いろいろな動物の名前を付けて児童に親しみやすい

ようにする。２つ目は，基本的な動きを自ら試したり，工夫したりできるように，条件を変えた場

を複数設けて楽しんで運動できるようにする。 

単元の最後には，「マットゆうえんち」を使って，できるようになったことをみんなに見せ合う場

を設定し，単元の見通しを持って意欲的に運動できるようにしたい。 

 

（３）児童観 

本学級の児童は，体育科の学習に対して前向きに取り組む児童が多く，単元前の「体育科の学習 

は好きですか」というアンケートには，100％の児童が肯定的な回答をしている。 

一方で，単元前の「マット運動は好きですか」というアンケートに対して，73.6％の児童が（19 

人中 14人）肯定的な回答をしている。理由を考察してみると，「練習して上手になるのがうれしい」

「マットだといろいろな動きをしても痛くないから楽しい」という意見が多い一方，「難しくてで

きない」という意見もあり，技術面の課題を感じている児童が多いことがわかる。 

また，「友達のアドバイスをいかすと，できるようになったことがありましたか」というアンケー

トに対して，63.1％の児童が（19 人中 12 人）肯定的な回答をしているが，アンケート項目の中で

は一番肯定的な意見の割合が少なかった。このことから，友達との学び合いの中から技術を高めて

いく経験が少ないことがわかる。 

 

 （４）指導観（ゴシック網掛けは共生の視点・ゴシック下線は関わり合いの視点） 

指導にあたっては，支持（ブリッジ・背支持倒立），逆立ち姿勢（かえるの足打ち・川とび・かべ

登り倒立），回転（ゆりかご・丸太転がり・だるま転がり）運動に分けてドリル運動を行い，基本的

な動きをしっかりと習得することで，達成感を味わわせたい。マット運動に苦手意識をもっている

児童への手立てとして，器械・器具の高さを変えたり，痛くないように配慮した場を設定したりし

て，条件を変えた場を設定して選択できるようにしたい。また，手や足を移動する場所や目線の先

にマークを置くなど視覚的な支援も積極的に行うことで，技能の習得を計りたい。 

グループでの練習の際には，友達と互いに動きを見合い，教え合う活動を取り入れることで，仲

間と運動する楽しさも味わわせたい。また，順番やきまりを守って運動をしたり，場や器械・器具

の安全に気を付けたりして，仲良く充実した学び合いができるようにしたい。 

児童の実態についてアンケートをもとに記載しています。 



 

 

５ 単元の目標  

知識及び技能 マットを使った運動遊びの行い方を知るとともに，いろいろな方向に転がった

り，手で支えて体の保持や回転をしたりして遊ぶことができる。 

思考力，判断

力，表現力等 

マットを使った簡単な遊び方を工夫するとともに，考えたことを友達に伝えるこ

とができる。 

学びに向かう

力，人間性等 

運動遊びに進んで取り組み，順番やきまりを守り誰とでも仲良く運動をしたり，

場や器械・器具の安全に気を付けたりすることができる。 

 

 

６ 単元の評価規準 

知識・技能 ・マットを使った運動遊びの行い方を知ることができる。 

・マットに背中や腹などをつけていろいろな方向に転がったり，手や背中で支えて逆立ち

したり，身体を反らせたりするなどして遊ぶことができる。 

思考・判断・表

現 

・マットを使った簡単な遊びを選ぶことができる。 

・友達の良い動きを見付けたり，考えたりしたことを友達に伝えることができる。 

主体的に学習

に取り組む態

度 

・マットを使った運動遊びに進んで取り組もうとしている。 

・順番やきまりを守り誰とでも仲良く運動しようとしている。 

・場の安全に気を付けている。 

 

 

７ 指導・評価計画案（全７時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１次

1 2 3 4 ５（本時） 6 7
①オリエンテーション
（用具や場の準備・学習

のルールなどの確認）

②めあての確認

③簡単なマット運動

④振り返り・片付け・
挨拶

知・技 ○ ○ 〇 〇

思・判・表 ○

学びに向かう ○ ○

主
な

評
価
規
準

第２次 第３次次
時数
　　

　

学
習
の
流
れ

45分

①整列・挨拶・準備運動・場の準備）

⑤振り返り・片付け・挨拶

③めあての確認

0分

②ドリル運動（課題に応じた練習）

④マット遊び

手や背中で体を支

えて，いろいろな

逆立ちをすること

ができる。

マットに背中を順

番に接触させ，い

ろいろな方向に転

がることができる。

友達のよいところ

を見付けたり，ま

ねをしたりして遊

ぶことができる。

「マットゆうえん

ち」を楽しむこと

ができる。



８ 本時の学習展開 

（１）本時の目標 

・マットに背中を順番に接触させ，後ろ転がりができる。（知識，技能） 

 

（２）学習の展開 

 

主な学習活動 

◇指導上の留意点 

◆「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手立て 

◎共生の視点 ■関わり合いの視点 

評価（☆） 

【評価方法】 

１ グループで準備運動

をする。 

 

２ ドリル運動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時のめあてを確認

する。 

 

 

４ 前時の「まえころが

り」を想起する。 

 

５ 「うしろころがり」に

挑戦する。 

 

 

 

 

６ 「うしろころがり」の

改善点を話し合う。 

 

 

 

７ 自分の課題に合った

場で「うしろころがり」

に挑戦する。 

 

 

 

８ グループで「うしろこ

ろがり」に再度挑戦す

る。 

 

９ 振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

◇ドリル運動の仕方を理解し，楽しく取り組むことができ

るようにする。 

◆転がることが苦手な児童には，あごを引き，膝を引き寄

せるよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇手・頭のつきかた，目線，背中の丸め方をもう一度意識

させる。 

 

◇体を丸くして，マットに体を付ける順番（お尻→腰→背

中→後頭部）を伝える。 

◇後ろ回りの映像を見て，ポイントを確認する。 

◇前回りと共通する点，違う点を意識させる。 

 

 

◇後ろ回りをやってみて，うまくいったことや難しかった

ところを発表させる。 

◇マットに傾斜をつけると回りやすいことを伝える。 

◇ゆりかごで勢いをつけると回りやすいことを伝える。 

 

◆ロイター板をマットの下に入れ，回転しやすい場を設け

る。 

◆後ろ回りの最初に，ゆりかごで勢いをつける場を設け

る。 

■友達の回り方を見てアドバイスするよう声をかける。 

 

◇自分ができるようになったことを確認する場を作る。 

 

 

 

◎友達と協力しながら活動できたかという視点で振り返

りする。 

◇友達のアドバイスを聞いてできるようになったことを

発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆マットに背中

を順番に接触さ

せ，後ろに転がる

ことができる。 

（知識・技能） 

【行動観察】 

 

 

 

からだをまるめてうしろころがりができる。 

・ゆりかご 

・まるた転がり 

・だるまころがり 


